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 「山にブドウが自生する限り、不可能はないとの挑戦」（1957 年、38 歳で初当選した丸谷金
保元町長＝「ワイン町長」）がはじまったのは 1960 年の「新農村建設計画」で、ここでブドウ
栽培が「農業振興」と「自主財源の確保」を目的に取り入れられた（池田町ぶどう・ぶどう酒

























－ 16 － 
ても冷害に見舞われ、農産物加工研究所職員が「冷害対応に奔走」し、コンテストに「応募し
たことすら忘れていた」（北海道新聞 2017 年 8 月 16 日｢十勝ワイン誕生｣）ところに届いた朗











年間平均気温は 10℃から 16℃、日照時間は 1,300 時間～1,500 時間が必要とされてい」（池田





 「池田町では 1966 年に、フランスで育成された『セイベル 13053』という極早世品種を導








 「清見」が誕生した 1970 年の最低気温は－24.7℃で、「清見」は培土しなければ越冬できず、
春にはその土を排かねばならず、「培土しなくても寒さをしのぐことができる品種」（池田町ぶ
どう・ぶどう酒研究所［2013］、108 頁）の独自開発がすすめられた。同研究所では「国外か
ら導入した専用品種は 200種以上となり、それらと交配した品種数は 2万 1000種（1972～2012
－ 17 － 
年）を超え・・・その中でも・・・『清見』と『山ブドウ』の組合せからできた品種」が「清舞」









































 「ワイン城」展示パネルでは次のように解説されていた。「ワインに存在する MLF 乳酸菌
（Oenococcus oeni）は pH3.5 以下では増殖できないといわれています。ところが十勝ワイン






インになりうる」こと、さらにはビン内 2 次発酵を国内で初めて実現し、これを「2 か月、ビ
ン熟成に 2 年、澱下げに 2 か月。手作業で 1 本ずつ澱を抜いた後、コルクが馴染んでガス圧が
安定するまで 3～6 か月」（池田町ぶどう・ぶどう酒研究所［2013］、128 頁）スパークリング
ワインは北国ならではの酸味をもつワインを原料に、手間と時間をかけて醸造されている。 
 さらに池田産ブドウの酸味を生かすべくブランデーの製造にも 1964 年に取り組み、「1978
年に『十勝ブランデー』として本格的に発売をスタート」（池田町ぶどう・ぶどう酒研究所［2013］、
26 頁）させた。そのブランデーを発酵中のワインに注入し、ポートワインも醸造し、さらに各
種リキュールも 1981 年に「リキュール製造免許」を取得し、製造販売している。 
 また同研究所ではブドウ収穫時のビンテージワインの出来をいち早く確認するために、毎年
12 月 1 日に「ヌーボ」を発売している。その赤は「マセラシオン・カルボニイック方」によっ




















りのワイン消費量は約 12ℓと推定されます。これは都道府県別消費量で第 1 位の山梨県の消費











 現在でも町内限定の町民用ロゼワインが販売されており、他方「ワイン祭り」には「約 5 千
人の観光客」が「入場券を買い求めて訪れ」（「平成 28 年度北海道池田町町勢要覧」）ている。
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図－１ 池田町の観光客数 
 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 
総数 547,300 498,600 446,900 301,700 275,800 240,300 244,600 266,800 257,300 284,000 
ワイン城 293,309 254,734 234,449 241,817 233,021 201,934 215,209 237,676 232,041 254,429 
DCT garden IKEDA 74,739 40,222 38,589 39,876 29,230 29,279 24,265 24,132 20,299 24,525 














































すすめられた帯広市と共通し、2011 年に十勝地域 19 市町村で議会議決して成立した「十勝定
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Ⅱ 上川―富良野市ぶどう果樹研究所 
 
 「1899 年、扇山の操山貞次が自宅裏の湿地に『石狩赤毛』の種苗を試作し、およそ 6 斗の
玄米の収穫に成功したのが、富良野地方の稲作のはじまりとされ」、爾来富良野地方では北海道
にあって珍しく稲作が盛んに行われきた。しかし 1970 年の減反政策によって、富良野市は「転





 さて研究所設置 2 年後の 1974 年にふらのワインの原料用専用品種としてセイベル 13053 と
セイベル 5279（白）を指定した（http://furanowinene.jp/about/about02）。富良野市経済部農
林課［2016］によれば、2015 年現在で加工用ブドウが 26.4ha 作付けされている。前年の 2014
年では 25.4ha で、セイベル 13053 が 9.8 ha、セイベル 5279 が 8.4 ha、セイベル 10076 が 0.2 
ha、ふらの 2 号が 1.4 ha、ケルナーが 0.4 ha、ツバイゲルト・レーベが 0.6 ha、その他が 4.6 
ha 作付けされている。1973 年に道立中央農業試験場（長沼町）が富良野市、仁木町でドイツ
10 品種、オーストリア 9 品種他のブドウの試験栽培を開始し、うちミュラートゥルガウ、ツバ





いて、その栽培面積は 40ha に及び、直営ヴィンヤードも 20ha で、高橋氏によれば、経営が
現在安定しているので、直営ヴィンヤードをこれ以上増やす必要はないということであった。
合計 60ha の作付け面積は池田町ブドウ・ブドウ酒研究所のそれを上回っている。また交配品
種「ふらの 2 号」も開発された。購入した「羆の晩酌 2007」の裏ラベルの説明書きでは以下
のように記されている。「昭和 60 年富良野で誕生した山ぶどう交配品種『ふらの 2 号』と、ツ
バイゲルト・レーベを使用。厳しい冬を前に十分に栄養をたくわえたブドウを使い、オーク樽
で熟成させました。しっかりした酸味と大自然の香り豊かなワインです」。鹿取［2011］には
「ヤマブドウとセイベル 13053 の交配種」と記され、「羆の晩酌 2007」の説明では「品種ふら
の 2 号 70％、ツバイゲルト・レーベ 30％（自社畑産）」と詳しく紹介されている（鹿取［2011］、
102 頁）。また訪問した際、高橋氏はバイオテクノロジー研究施設「種苗センター」（1986 年建


























9 月 9 日にうかがった際に
は取締役の池岡優介氏にご
案内いただいた。 












局［2014］、12 頁）。2014 年の生産数は 9,000 本である。山ソービニオンは「山梨大学が、御
坂峠（山梨県笛吹市）に自生している山ブドウ（♀）に、ヨーロッパ系の赤ワイン用品種であ

















（ⅱ）YAMAZAKI WINERY （三笠市達布） 











らで、40,000～45,000 本のワインが生産され、そのうち 50 パーセントはワイナリー直営ショッ
プで、通販が 30 パーセントで、飲食酒販店が 20 パーセントで、北海道を中心にしているとの
ことであった。現在 1200 人の固定顧客がいて、この顧客を大事にされている。また「完売が
商売の目的ではない」と述べられ、「幻のワイン」づくりはしないということと理解した（注 3）。 


























［写真 3 YAMAZAKI WINERY ヴィンヤード］ 
－ 26 － 
いた。栽培されたブドウは道内のワイナリーが買取るという、原料供給を行っていた」と記さ
れているので、連作障害対策の植ブドウも後志地区との関係性がうかがえる。2003 年にはレン









 同ワイナリーの HP で栽培状況を図示しておきたい。ぶどうの木は 17,800 本を数え、その













 植栽本数 栽培面積 積算温度 
ケルナー 3,600 1.3ha 1110.6 
バッカス 1,380 0.5ha 1072.0 
レンベルガー 4,250 1.7ha 1113.1 
ピノ・ノワール 2,610 0.6ha 1113.1 
シャルドネ 4,300 1.2ha 1113.7 
レゲント 880 0.3ha 1091.3 
トラミーナー 780 0.3ha 1110.6 
注）積算温度とは雪解け日を始点として収穫までの 
  有効積算温度 
資料）宝水ワイナリーHP より作成 
 





















中澤さんとは NAKAZAWA VINEYARD の代表で、10R WINERY が設置された岩見沢市栗沢
でファースト・ヴィンテージは 2006 年と記されている。この「ファーストヴィンテージから・・・
ココ・ファーム・ワイナリーで委託醸造してきたが、2013 年から 10R ワイナリーにその場所
を移すようことになった」（そらちワイン振興室［2014］、21 頁）。近藤さんとは KONDO ヴィ
ンヤードの代表で、2007 年に三笠市達布にタプ・コブ農場を、2011 年に岩見沢市栗沢にモセ
ウシ農場を拓いている（「ぶどうのなみだ」観光推進実行委員会［2014］、10 頁）。 






［写真 5 ソーヴィニヨン・ブラン］ 






























それをどうやって抑えるのか。質問できずにお暇したが、後ほど 10R ワイナリーの HP で「2014
上幌『森』ソービニョンブラン」の製造工程で「発酵：野生酵母 100％、100％MLF（乳酸菌
発酵）は野生菌で発酵後 7 か月澱付け」と記されている。「2014 上幌ワイン 風」も、「2014
［写真 6 ピノ・ノワール］ 













1877（明治 10）年 ぶどうが結実する。 
1920（大正 9）年 大浜中にぶどう（生食用）を植栽し、良質で良食味の栽培に成功する。 
1934（昭和 9）年 大日本果汁株式会社 北海道原酒工場（現 ニッカウヰスキー余市蒸留
所）が設立される。 
1938（昭和 13）年 ニッカウヰスキー、アップルワインを発売する。 
1971（昭和 46）年 嶌村彰禧氏（北海道ワイン創業者）、浦白町鶴沼に 11ha の土地を取得 
1972（昭和 47）年 鶴沼ブドウ畑で「垣根式」にてセイベル種のテスト栽培開始 
1973（昭和 48）年 道立中央農業試験場（長沼町）が、富良野市、仁木町でドイツ 10 品種、
オーストリア９品種他のワインぶどうの試験栽培を開始する。 
1974（昭和 49）年 北海道ワイン（株）設立。鶴沼の畑を 127ha に拡張 
 日本清酒（株）、余市ワインを設立 
1975（昭和 50）年 北海道ワイン、ドイツ、オーストリア、ハンガリー等より、20 数品種
6000 本の苗木を輸入、1 年間の検疫検査を受ける 
1976（昭和 51）年 北海道ワイン、入植した 6000 本の苗木、300 本を除いて枯れる 
1978（昭和 53）年 ドイツよりグスタフ・グリュン氏来日、光明となる 
1979（昭和 54）年 鶴沼ブドウ畑でミュラートゥルガウ、結実、約 5 トンの収穫 
1980（昭和 55）年 「ミュラートゥルガウ 1979」第 1 号ワインとして出荷 
1981（昭和 56）年 北海道の優良品種が決定される。（ミュラートゥルガウ、ツヴァイゲル
ト・レーベ、セイベル 13053、セイベル 5279） 
1983（昭和 58）年 サッポロワインおよびはこだてわいんが、町内の生産者とワインぶどう









1996（平成 8）年 千歳ワイナリーが、町内の生産者とワインぶどうの栽培契約を締結する。 
2002（平成 14）年 池田町ブドウ・ブドウ酒研究所が、町内の生産者とワインぶどうの栽培
契約を締結する。 
2010（平成 22）年 ドメーヌ・タカヒコ（ワイン醸造所）がオープンする。 
2011（平成 23）年 余市町が、「北のフルーツ王国よいちワイン特区」に認定される。 
2013（平成 25）年 リタファーム＆ワイナリーがオープンする。 
 株式会社 OcciGabi ワイナリーがオープンする。 
2014（平成 26）年 登醸造がオープンする。 
2014（平成 26）年 農業生産法人 （株）日本清酒余市ファーム設立 







 今回社研で小樽市の北海道ワイン醸造工場うかがった 9 月 10 日は同ワイナリーでワイン祭
りが行なわれおり、醸造工程を見学することができなかった。前年 10 月 30 日に単独で訪問し
た際にワインギャラリー竹内氏から説明をうかがいながら、醸造工程の見学をしていたので、
その時の記録も加えて以下記していきたい。 
 同ワイナリーの設立経緯の概略は上の年表でうかがえよう。同ワイナリーの HP によれば、
自社農園「鶴沼ワイナリー」は現在 447ha に達している。鶴沼は小樽市から北東に 100 ㎞、
空知管内に位置し、ここで 20 種のヨーロッパ系ワイン用ぶどう（ヴィニフェラ系）を栽培し
ている。また小樽市、余市町、二木町、共和町、ニセコ町、蘭越町等、後志管内に約 400 軒の














 ここで北海道ワインと農家との関係にふれておきたい。同ワイナリーの展示パネルで 2 つの
ことが判明した。引用しておきたい。 
 「1985 年、農協を通じて、余市の農家 4 軒と契約。鶴沼で栽培に成功したドイツ系、ブド
ウの苗木を 15 年間供給し、実をつける 3 年後からは全量買取る。しかも最低価格を保証し、
糖度に応じて買取額を上積みする方法です。ドイツにおけるワイナリーの伝統的な考え方であ
り、農家にとっては、経営安定と共にブドウの品質向上に専念できる内容です」。 





頼され、前例の無い 3615ｔものブドウを買い取ります。・・・この 3615t のブドウで造ったワ






































2017 年 9 月 11 日社研で訪問した際に
は田中響氏に新たに入植された余市町の
 
［写真 7 余市ワインヴィンヤード］ 
－ 33 － 
登地区のヴィンヤードをご案内していただき、この畑の説明をうかがった。この畑に植えられ
ているのはケルナー、バッカス、ミュラートゥルガウ、リースリング、ピノ・グリ、ツヴァイ




























































芸科「醸造用ブドウ品質に関する試験成績（試験期間昭和 50 年～55 年）、道中農試園芸資料果
樹 No.21」、1981 年）。その後、道立中央農試は西ドイツから入手した『シュペートブルグンダー』










前後から『千歳ワイナリー』と共にワイン造りに取り組んでいる」（広田［2017］、35 頁）（注 6）。 
 難栽培種のピノ・ノワールもこのように基礎自治体、道立農業試験場、民間ワイナリー、農











させる努力も尽くされて、池田町は第 1 次産業を起点とする 6 次産業化をワインを通して実現
し、地域の再興を成し遂げた。 



































注 2  なお、今回空知のワイナリー見学については同僚の高橋義博教授にお世話になった。各ワイナリー
に事前にアポイントメントを取ってきただき、車でご案内していただいた。「ここは私のシマだから」
とご厚意を賜ったことに、記して感謝申し上げたい。 








注 5  1995 年の製品化ということは前年に収穫されたピノ・ノワールを発酵、樽熟成したものと考えら
れる。同研究所の「ビンテージチャート」によれば、前年の 94 年は「準グレートビンテージ」で、
この限定製品化もこの年の気候に恵まれた面もあったと考えられる。池田町ぶどう・ぶどう酒研究
所［2013］には限定醸造数が 1,461 本（145 頁）と記されている。 
注 6  2016 年 10 月 28 日に筆者は「北海道中央ブドウ酒株式会社 千歳ワイナリ―」を見学した。同ワ
イナリーは千歳市の要請を受けてハスカップの醸造酒を手掛ける一方、余市町登地区の木村農園の
ケルナーとピノ・ノワールに魅せられてワインを醸造。同ワイナリーの HP では「北ワイン ピノノ
ワール 2014」について次のように説明されている。「余市町登地区にある契約農家 木村農園の樹齢
























ワールへの正の影響－」、『生物と気象』第 17 巻、日本気象農業学会 
「ぶどうのなみだ」観光推進実行委員会［2014］、『チビスロー岩見沢 2014』 
富良野市経済部農林課［2016］、『平成 28 年度富良野農業の概要』 
宮嵜晃臣［2016］、「長野県農業と長野ワインに関する一考察－長野県電機産業の盛衰と関連さ
せて－」、『専修大学社会科学研究所月報 No.630, 631』 
http://www.senshu-u.ac.jp/~off1009/PDF/160120-geppo630/smr630-miyazaki.pdf 
